
自信･情 熱

会 員 の 皆 様 あ け ま して

お めで と うござ います｡

冬 来 た りな ば 春 遠 か ら

じ｡こ れ は､19世 紀 英 国 ロ

マ ン派 の好 情詩 入 シ ェ リー

によ る｢西 風 の賦(Odeto

theWestWin.d)｣と い う

詩 に由来 した格言で ある と聞いて いる｡か つて は

この格言 に希望 を託 し､春 の到来 を待ち望む こと

に多少 の意義 を認 める ことがで きたであろ う｡し

か し､バ ブル崩壊後の長び く需要低迷 とアジア諸

国よ りの輸入増大､捗 らな い構造改革等 の要 因が

相侯 って､国 内産業 と りわ け製造業界 に大 きな打

撃 を与 え続 けて いる現状 は､そ のような生易 しく

も淡 い希望 をとっ くの昔 に消 し去 って､政 治や他

力に頼 る ことな く､そ れぞれが 自力によって懸命

に生 き残 りと再生 を図るべ く技術 開発･新 製 品開

発 に取 り組んでいる｡

最近､開 発競争力 につ いて考 えさせ られ た こと

であるが､中 国が有人ロケッ ト神舟5号 の打ち上げ･

帰還 に成功 し､片 や 日本 は情報収集衛星2基 を搭:載

したH2Aロ ケ ッ トの打 ち上げに失敗､軌 道 に乗せ

る ことす らできなかった｡(米 国は35年 も前にアポ

ロ宇宙船の月面着陸に成功 して いるというの に｡)

この成功 と失敗の要因を単純 に比較する ことはで

きないが､日 本 の とい うよ りも日本 人の開発 と成

功にかける 自信 のひよわ さ･脆 弱化 と情 熱の希 薄

化を思わず にはおれない｡｢自 信 あるところに情熱

あ り｡情 熱 あると ころに成功 あ り｡｣と い うのが私

の信念である｡東京オ リンピックを目標 に､1959年

4月 新丹那 トンネル東 口で起工式 をあげた東海道

新幹線は､わ ずか6年 半後 のオ リンピック開会式の

直前 に開業 し､冠 たる最速鉄道 の技術 開発 と実用

化 に成功｡世 界を瞠 目させ るとともに､日 本人に大

きな 自信 を与 えた｡あ の頃 のみ なぎる自信 を 日本

人は どこへ失 って しまったのであろ うか｡自 信 と

は己 を信 じる ことである｡そ して､信 じるとい うこ

とは､｢望 んで いることを確信 し､ま だ見 ていな い

事 実を確認す る ことである｡｣と 聞 く｡高 度成長 に

うかれている うちに､精 神 が弛緩 し大事 な ものを

失って しまったよ うであ るが､失 った ものをいま

一度取 り戻す ことが､企業再生のみな らず､日 本 を

救 う早道ではと思わせ られる今 日この頃である｡

一方の情熱であ るが､そ れは責任感 と一体 をな

して いて､情 熱の希 薄化 は責任感 の喪失に起 因 し

てい る｡経 営者 も従 業員 もそ れぞ れ職 場において

計画達成の責任 を負 って いるが､そ の達 成は効率

×時間とい う単純な図式で示 しうるものではない｡

企業 を愛 し､仕 事 を愛す る ことか ら生 じる ところ

の､ほ とば しる情熱な くして計画を達 成 し責任 を

まっとうす ることはで きな い｡更 に 自分を愛す る

ことも大切である｡な ぜな ら､自分 を愛す ることが

できない者は 自信 を持つ ことができないか らであ

る｡国(日 本人の共 同体･風 土｡及 び これ らが生み出

した文化)を 愛する こと｡企 業 と仕事 を愛す ること｡

家族や友入 を愛す ること｡そ して､自 分 をも愛する

こと｡日 本人が失いつつ ある愛の復活が企業の再

生にもつながるのではと思 うのである｡





去 るL1`月9日(火)ヨ コハマプラザホテル にて冬の講演

会､と して『中国進 出企業の法的実務 と知的財産権 につ

いて』という表題で講演会が開催され た｡講 演会プログ

ラムは3件 あ り､以下､発 表順 に従 って内容概略 と私の感

じた ことを報告す る｡

署,『インドの液体溝澄化技術の現状と展望について』

講師はイン ドのDLMOhan氏 で､

南イ ン ドのAnnaUniv.か ら横浜

国立大 学 に膜の研究 のため来 日さ

れているとのこと｡

発 表内容は排水処理 とリサイク

ル の問題､イ ン ドで のRO膜 の研 究

状況.各 種排 水のRO膜 を組 み込 ん

だ処理の実例紹介､と いったもので

RO膜 がいかにその分野で貢献できるか､で きているか､

という点 に力点がおかれているように感 じた｡

詮.『串國進出企業と課題一特に税法に関しで一』

続 いて東京 リサーチイ ンターナ

シ ョナル㈱ の数井氏 による表題 の

講演 が行われた｡数 井氏は中国滞在

7年 間 の経験が あ り､現 在 は中国進

出企業 のア ドバイザー として活躍

しているとの紹介があった｡

中国の税制は非常に複雑であ り､

制度 自体 が流 動的な もので ある と

の ことであった｡い きな り日本 にあるような住民税､相

続税､贈 与税はない､と い うことや個 人の所得税 は徴収

率が悪 く､払 っていない者が90%以 上である､と い うこ

とを聞いて驚いた｡

質疑応答を含 め､記 憶に残 った点を羅列 します｡中 国

人には納税意識がない､納 税す る人のほうがおか しい､

とい う意識 を持 っている｡脱 税は常に念頭 にある｡縦 割

り社会で あり､互 いに干渉 しない｡立 場 は西洋人と同じ

だが西洋人のほうが率直に文句 を言 う｡西 洋入は現地の

スタッフをうまく使 っている｡日 本人に似ているよ うだ

が個人主義の国であ り､考 え方 習慣 は異なる｡日 本人は

ある種の思い込みがある｡客 観的な見方が必要｡等､大 変

な国のようだ｡

3.陣 翻事叢展開における知的財麓権の取扱い』

最後 に協和特許法律事務所の黒

瀬 氏 による講演 があ った｡メ リハ

リの利 いた話 し方で とて もエネル

ギ ッシュな感 じを受 けた｡中 国 と

の交渉 は このく らいエネルギー を

もって いな いとや って いけないの

だろう｡

中国の知的財産 葬柵 う管重害官庁

は国家知識産権局(専 利局)､国 家工 商行政管理総局(商

標局)､国 家版権局､地 方の行政機関 とのことで管轄官庁

が多 く複雑 であるよ うだ｡特 許出願件数 も非常 に伸び

て お り2002年 度 の発 明特 許 は約80,000件(日 本

18,000､米 国10,000)と の こと｡ま た商標 出願件 数が

370900(件(日 本120,000)と の ことで世界第一位 とのこ

とである｡商 標大国であ 駄 それだけコピー製品が多い

とい うことに繋がるよ うだ｡

また米国 に劣 らず訴訟社会 となってお り､何 にで も

クレーム をつ けると儲か る､と いった風潮 があるよ う

で､日 本 の常識 は通用 しない と考 えておいたほ うがよ

い との指摘が あった｡そ の他色 々参考 になる話 を拝聴

したが､と て も紙面 に書 き尽 くせない｡最 後 にはに れ

だ け問題点が あ ります｡そ れ で もあなたは中国へ進 出

します か?1と 言 われて いるよ うな気が して新 しい知

識を得た満足感 と同時 にやや不安 を感 じる思 いで講演

会の終了 となった｡

講演 の後､交 流会が催 された｡私 は都合で参加できな

かったが､か な り盛 り上がったのではないだろうか?

〈ハイモ㈱ 野原 孝司〉



轡去年の新春鼎談で松本代表幹事から｢会自身のなかで自発的に

やっていくような､青年商工会議所ではないが､これからは我々が

工業会を引っ張っていくのだという気概をもった組織を作るべき

なんです｡｣と いうご意見が出て､その後､幹事会で当会理事の第

1世代､同幹事の第2世 代に継ぐ第3世代を中心とした組織を作る

という案が可決され､去る11月2C日｢青 年部会｣として発足致し

ました｡それを記念して､今回の新春特集は､この会の立ち上げに

世話役としてこ尽力された神奈川機器工業(株)の ト部礼二郎氏

と(株)トーケミの細谷卓也氏にお集まりいただき､青年部会の発

足までの経緯と同設立会の内容､今後の抱負､ご自身のことなど

を中心に､率直なご意見をお聞かせいただきました｡な お､もう一

人世話役としてこ活躍されたミウラ化学装置(株)の 三浦紀彦氏

はこ都合がつかす欠席されました｡

男､霧輩部会設立会蒙で

離青年部会設立会は盛会だったと聞いています｡今のお気持ちは?

細谷1正 直ほっとしています｡私 が参加 している技術委

員会 で､去 年春に松本先生か ら､若 手の会 を作ってほ し

い というような打診があったのです｡私 ひと りですか と

お聞きした ところ､他 の方 にもお願いしていると言われ

て､卜 部 さんを紹介 され ました｡

ト部1私 は国際交流委員会に入って3年 くらい活動 して

いるのですが､住 まいが横浜国大に近い ということもあ

って､会 の行事 にはけっこう参加 しているので､松 本先

生か らお声がかか ったのだと思います｡確 か､東 京 の ト

ーケミにお邪魔 して最初 に細谷 さんにお会 いしたのが

昨年 の4月10日 で､若 手の人を集めるには どうした ら良

いか話 し合いました｡

細谷=最 初の1ヶ 月くらいは会の名前をどうしようかと

悩みましたが､結 局､現 在 の｢青 年部会｣に 落ち着きまし

た｡そ れか ら大阪のミウラ化学装置の三浦紀彦さんを紹

介いただき､卜 部さん といっしょに大阪の三浦さんを訪

ねて世話役をお願 いした ところ､快 く引き受 けていただ

いた のです｡こ の3人 で5～6回 会 合 を持

って､ア イデ アを練 り,1月20日 の設立

会 を迎 え ました｡ま た､設 立 会 当 日まで

20回 以上､事 務局の吉川 さんとメールの

や りとりを して､運 営のイ ロハ をご指 導

頂 き ました｡こ の場 を借 りて厚 くお礼 申

し上げます｡吉 川 さんは影の功労者だ と

思います｡

ト部=設 立会 までの一番の懸案 は年齢制

限を どうするか とい うことで､年 齢枠 を

作 った場合､果 た して人が集まるかが心

配で した｡結 局､青 年 とい うのだか らや は り年齢制限が

必要だろうということにな り､｢平 成15年12月31日 時点

で年齢が45歳 に達 していない こと｣と しました｡そ れで

募集 をかけて､最 初 は10名 参加に目標をお きま した｡ふ

たを開けてみ ると､14名 というご参加を頂 き､あ りがた

かったです｡

嚢.講灘部会設立会の内欝

磯それでは次に設立会当日のことをお聞かせ下さい｡

細谷1最 初に松本先生が液体清澄技術全般の話か ら始ま

って､グ ローバルな視点か ら中国問題や今後の企業 のあ

り方 な ど幅広 い内容で75分 みっち り話 され ました｡言

葉 は悪 いですが､こ ういう集客力のある 目玉の講演がな

い と各社の上司はなかなか若手 を外 に出して くれ ませ

ん｡そ の意味で良かった と思います｡

ト部:次 は矢野さん(OB協 力会員)に よるLFPIを 自分の

ライ フワークとして会 を盛 り上げて きた という思い入

れの ある講演で した｡そ して､澤 田さん(栗 田工業)が ご

自身 の研究生活 を振 り返 りなが ら､LFPIの これ までの

関わ りを説明されました｡外 部の活動に積極的 に関わっ

て自分 を成長 させ ることが大切だと思いました｡澤 田さ

んが言われた中で面 白かったのは､｢LFPIで は『栗田工

業の澤田』で はな く､『澤 田』としてつ きあえるか らや り

がいがある｣と いう言葉です｡:LFPIで は会社のメ リッ ト

云々 もありますが､後 世 に技術や知見を残そ うという私

利私欲に とらわれないボ ランティア的な面が強いか ら

そ うい うことになるのだ と思います｡そ して､次 が細谷

さんで した｡

細谷=私 のプ レゼンは｢建 前 と本音｣で す｡皆 さんにコピ

ー してお配 りしたのは｢建 前｣の 部分 ｡で も自分が本当に

訴えたかったのは｢本 音｣の 部分｡最 初どうしようか と皆

さんに相談 したのですが､幹 事会 の時に､矢 野 さんも ト

部(兼 好)さ ん もお もろいと言 って くださってので､両 方



やったのです｡ま ず､建 前 の部分で.青 年部会 の目的 は

｢液体清澄化技術工業会 の会員企業若手社員 の人材育成

を行 うと共に､次 世代の液体清澄化技術工業会の中心人

物となる人材 を育成す ること｣で す｡そ して､何 をするか

というと｢① 社会的な人格形成 を行 うための講演会.講

習会､勉 強会 の開催､② 会員企業のみな らず､知 見 を広 げ

るため に役立

つ人 々との交

漉 ③ そ の他

液体清澄化技

術工業会 の協

力 活 動｣と い

うことにな り

ます｡こ れ が

本音 にな ると

｢お も ろ く楽

し く｣が まず

キイ ワー ドと思って います｡生 きているのではな く､生

かされている､仕 事 が楽 しくない､人 並みで構わないと

思 うような｢普 通 の人｣に ならないで｢前 向きに楽 しく仕

事をす る人｣に なるために青年部会を利用 してほしいと

訴 えたのです｡青 年部会 には｢自 分の会社 という小さな

枠ではな く､会 員企業 の人々が集 ま り,同年代の優れた

人材が集 まり､人 が集 まると情報が集ま り､:LFP1と いう

組織を利用する ことができる｡ま ずはrお もろく楽 しく』

青年部会で楽 しく仕事 をす る方法 を考え､能 力を身にっ

けましょう｣と結びました｡

ト部:そ のあと､場所 を1階 のレス トランに移 して懇親会

とな ったのですが､お 酒が入 って うち解 けた とたん に､

本会の時の堅苦 しさは一挙 に抜 けて.皆 さん､と てもエ

ネルギ ッシュなことに驚きました｡自 分たち もうか うか

していられないという気持ちにな り､こ れだけのバイタ

リティがあれば､今 後の青年部会 も明るいと思えてきま

した｡

3.灘 難部会の攣後.

轡さて､設立会は終りました｡これからの活動をどうやっていこう

とお考えでしょうか｡

ト部1発 足まで半年かけて第一の目的である設立会はク

リア しました｡次 は第2の 目的である今後 の継続 的活動

とい うことにな ります｡こ れ までは私 と細谷さん､三 浦

さん と3人 が世話役 として設立会 までは漕 ぎ着 けたわ

けです が､や は り何か活動を計画､実 行す る委員会みた

いなものが必要で しょうか｡

細谷:委 員会は必要で しょうね｡実 際に委員会の構成や

進め方 は我々が決めて､委 員候補者に事前に根回しはす

るにして も､も う一度青年部会 としてどこか に集 まって､

みんなの前で委員を選任 し､こ のよ うに会を運営 したい

と諮問 し､議 決 し､そ れを議事録 に残 し正式 にスター ト

すべきだ と思います｡

ト離 賛成です｡今 回参加された14名 をみると､関 東､中

部､関 西 と勤務先が大きく3つ に分かれています｡委 員 を

各地域か ら選んで､そ れぞれの地域活動を指揮いただき

なが ら､年3回､各 地域が主催する総会的な催 しを開 くと

いうのは どうでしょう｡

細谷:そ れは面 白いですね｡地 域が近ければ頻繁に話も

で きるし､遠 出す ることもない｡出 張になるような総会

は年3回 が限度 と思います｡ま ず横浜でやった ら､名古屋､

大阪と開催地を変えていく｡

ト部=｢い つ｣､｢ど こで｣.｢誰 が｣は 大体 固ま1った と思いま

す し､｢な ぜ｣は 細谷 さんのプレゼ ンで明 らかです｡ま た､

｢どのように｣は 委員会 の中で練ればと思 いますが､肝 腎

なのは｢何｣を やるかですね｡細 谷さんのプレゼンの中に

は｢特 許の戦略.法 律の勉強､海 外戦略､管 理者講習､イ ン

ター ネ ッ ト戦

略､著 名人の講

演会､企 業 間取

引 にお け る リ

ス クマ ネ ジメ

ン ト､翼オ務管理､

Web戦 略､開

発 ス タ ッフの

育成｣な どが挙

げ られ て いま

した｡ポ イ ン ト

はLFPIの 通常の活動内容 にはない､｢青 年部会な らでは｣

といわれ るような企画ということになると思います｡

細谷1｢何｣を やるか については追 々ゆっくり考 える こと

に して､ま ずは｢お もろ く楽 しく｣や っていきま しょう｡

近々また今後の活動 について三浦 さん も交 えて話 し合

いませんか｡

曙.第3世 代論.ビ ジ黙ス;,分 のこと:

命青年部会に関する話題はこのくらいにしC､次 にOFFの 第3世

代といわれる皆さんの世代､ビジネスのこと､こ自身のことなどを

ざっくばらんにお聞かぜ下さい｡

まずは世代論から入りますと､お二人は昭和45年 前後のお生まれ

です｡私見ですが､三島由紀夫の死の年である昭和45年 で昭和は



終ったと思っています｡氏 は大正14年 生れで歳が昭和の年署と一

致しており､まさに戦後日本の紆余曲折と高度成長が20歳 から

45歳 までの文挙 思想の歩みと重なっている｡三島の死でひとつ

の時代が終ったと思えるのです｡そ ういう意味で新しい日本を支

えていくのがお二人の世代だと感じています｡

細谷1自 分が育った時代は ものが有 り余 って何の苦労も

な く大き くな ったとい うのが実感で､ま わ りも見ていて､

自分の世代 は｢無 機物人間｣だ と思 っています｡自 分か ら

求めて何かをするのではな く､与 え られた ものだけで動

き､流 されて､目 立たない､ロ ボッ トのよ うな人間｡ハ ン

グリー精神 は皆無｡自 分はそ うあってはな らないと自覚

して行動 して います｡会 社だ けの枠 にと らわれな いで､

ネ ッ トワー クの中で数珠繋 ぎに人脈をつなげなが ら有

機的な動きをしなが ら､仕 事をしていきたいと思ってい

ます｡そ の意味でLFPiは 自分の考えが生かせる内実を持

って います｡

ト部1私 はあま り世代的なことを考えて いませんが､自

分の中で は3年 半のイギ リス経験が大きいですね｡自 己

ア ピール の重要性 や休暇 の考え方の違 いな どが一種の

カルチャー ショックでした｡特 に休暇 に関 して感 じたの

は､そ の3年 半 の後半に結婚 した時です｡!週 間新婚旅行

で休みたいといった ら､そ の時世話をして くれていた会

社 の上司が｢卜 部､新 婚 旅行 でたった1週 間か6週 間休

め｣と 命令 されたのです｡そ の時は本当に時 間を持て余

しましたね｡

細谷1私 は ドイツに1年 ほどいたのですが､感 じたのは身

分制ですね｡ホ ワイ トカ ラーとブルーカ ラー の色分 けが

鮮明なのには驚きま した｡ベ ル リンの壁崩壊後で したが､

東側か らきた人たちが主 にブルーで休憩時間や食事時

間までホワイ トと別で した｡

磯おふたりは現在､経営の中枢におられますね｡ご入社の経緯や現

在のお仕事などをお聞かぜ下さい｡

ト部=祖 父(母 方の父)が 軍 にいまして､戦 車など油を捨

てなが ら戦って いたので､こ れでは勝て ないと戦後､油

をろ過 して再利用す るためフィルター(ノ ッチワイヤー

式 フィルター)を 開発 して興 したのが今 の会社です｡祖

父のあ とに一人社長がいます ので､父 は3代 目にな りま

す｡社 長を継いで､ま もな くオイルシ ョック+造 船不況が

起 こったのです｡そ の時創業以来初 の赤字 とな り､社 内

の改革を断行 しました｡翌 年か ら健全な経営 とな り､そ

のまま今の小回 りのき く組織 として引き継がれて いま

す｡実 際あの決断がなか った ら､現 在 はなか った と思い

ます｡私 にも今後そのような大きな波はあると思ってい

ますが､そ うした試練 を楽 しみたいとい う心境です｡今

は船舶 向けのオイル フィルターが80%で す が､残 りが

サニタ リー ビジネスで今後は こち らを伸ばしてい こう

と考えています｡兄 がいて｡サ ラリーマ ンをしています

が､今 後は兄弟で会社を盛 り上げて行 く形が理想 と考 え

て います｡

細谷:わ が社は今､世 代交代の時代です｡創 業40年 で創

業時代の従業員が定年 を迎えだ して技術 の継承が課題

です｡第2世 代は､ち ょうど会社の成長期 と重な 妖 現場

や実務 には優秀な人材 は多 いのですが､後 輩 の育成や

技術 開発 力に欠 けて いる ところがあ ると思 われ ます｡

創業者である現社長 の石炭 をろ過 に使 うという発想か

らa金 のなる木】にあ りつき､そ の紅金のなる木】で これ

まで飯が食 えたた め営業主体で､ど ち らか というと研

究 開発 はなお ざ りにされて きました｡昨 今 の膜の躍進

を考えて も､正 直､ろ 過砂やア ンス ラサイ トの需要 は減

ってい くと思われます｡こ れではいけないと､専 務で あ

る父の命を受け､現 在 自分が り一ダーとなって開発業務

を進めています｡

魯蕎年部会が所期の目的を達成されることをお祈りします｡本 日

は長時間ありがとうございました｡

〈司会､構 成,文 責:広 報委員 青木 裕〉

ト部礼=郎 神奈川機器工業株式会社 サニタリー機器営業部 取締役･

部長 昭和46年7月10日 横浜生れ 日本大学生産工学部機械工学科卒業

神奈川機器工業から出向の形で､イギリス(ギルフォード)のヴォークス社(フ

ィルターメーカー)に3年 半勤務後､現在に至る｡LFPI幹 事.Q交 流委C｡

細鶴卓也 株式会社トーケミ 事業推進部 部長(東京勤務)昭 和45年

5月22El大 阪生れ 明石高等工業専門学校土木工学科から豊橋科学技術

大学建設工学科に編入し､同大学院卒 卜一ケミから出向の形でドイツ(ハイ

デルベルク)のプロミネント社(ポンプメーカー)に1年 勤務後､現在に至る｡

LFP!幹 事､技術委員｡



2003年11月20日(木)､横 浜 プラザホテル にてLFPI青

年部会設立会が 開催 された｡初 め に細谷幹事(㈱ トーケ

ミ)に よる開会の挨拶があ り､その後､講 師の方々の紹介､

そ して､緊 張感 の漂 う中､参 加者各人の 自己紹介によ り

設立会が始まった｡

1.｢巖 近の液体溝澄化技術の動向と来来｣

横浜国立大学 松本幹治教授

用･排 水処理 にお ける膜技術 の展望､

中国の動 きやLFPIの 組織紹介 に至 る

まで､わ か りやす く説明いただいた｡膜

技術の展望 では､下 水処理か ら環境 ホ

ルモンの除去に至 るまでのテーマで話

され､今 後 は環境に対する負荷 の少ないフィ'ルターが重

要 となって くるとのことであった｡

中国の動き としては､視 察 された生の話を聞くことが

出来 た｡そ の中で中国では ここ数年､日 本製 と同様の製

品が低価格で生産されてお り､純水製造 コス トに関して

は 日本の1/3～1/4と のことで､又､水 事情が悪いために

家庭用 の浄水 フィル ターが普及す るか もしれな いとの

ことであった｡さ らに､上 海近郊 の無錫や宜興 の発展の

状況につ いて もお話 いただいた｡ま た､世 界市場 におけ

る日本 の実力 について表 を参 照 しなが ら説明いただき､

日本が生き残ってい くためには､わ れわれ若手がよ り一

層 がん ば らな くて はな らな い と強 く感 じた｡最 後 の

LFPIの 夢 と将来 については､工 業会 の活動が社会貢献

につなが り､企 業のみな らず､個 人に恩恵を もたらせる

ようになれば とい うことで､私 自身 も

微力なが ら夢 を実現するためにがんば

ってゆきたいと思 った｡

2.｢LFPIの 歴史｣矢 野政行氏(OB協 力会

員)

LFPIの 発 足 当時 か ら現状､ご 自身

との関係､青 年部会に望む ことについて話があった｡発 足

秘話では､当 時事務局がなく､設 立準備会では経費的に

苦労 をされたことや､松 本先生のバイ タリティー(強 引

さ)に よ り運営ができてきた との裏話が聞けた｡ま た､青

年部会 に望 むことについては､会 を通 して長いつきあい

のできる人脈 を作 って欲 しいと話 された｡話 の中で｢時

間が無か ったことを言い訳けにしないで欲 しい｣と の言

葉は強 く印象に残 り､今後心がけてゆきたい と思､った｡

3.rLF闘 の将來｣栗 田工業㈱ 澤田繁樹氏

ご自身の経歴 について年表 をもと

に話があった｡現 場の監督か ら始 まり､

物作 りに対 する探求心か ら研究者の

道に進んで行かれたとのこと｡

また､青 年部会 に対 して望む ことと

しては､｢人 脈 を大切に｣､｢若 手 を外 に

出してやれ､出 た ら積極的に活動 して欲 しい｣と の話が

あった｡

人生の中で どのような ことが転機になるかはわか ら

ないが､ど ん どん外部活動 に参加 して行きたい と思った｡

4-r醤 鑑部禽の‡旨と活動弔辮1㈱ トーケ叢:細谷盛:嶺齪i

青年部会 の 目的や活動内容 につ い

てわか りやす く説明があった｡講 演会

や勉強会や いろい ろの方 との交流 を

通 して､各 人の知見 を広げて いって欲

しい とあった｡ま た､後 半部分では｢自

分で考 え､行 動す るものだ｣と いう意

気込みや､演 者の快活 さに感 じ入った｡

1情報交換会】

情報 交換会はホテル1階 の レス トランに場所 を移 し､

黒ビール の乾杯で始 まった｡ム ーディーな雰囲気 もあっ

てか､す ぐにそれぞれ のテーブルで歓談が始 まった｡同

年代(30才 代)の 方が多 く､す ぐにうち解 ける ことができ

た と思 う｡ま た､会 中頃では笑いや拍手が飛び出す 自己

紹介があった り,諸 先輩方か らの厳 しくも温かい助言も

あ り､大 いに盛 り上がった｡そ うこうしているうちに楽

しい時間は あっという間 に過 ぎ､最 後 に再会 を約束 し､

盛会の内に閉会 となった｡

今後 も諸先輩方か らの励ましの言葉 を心 に刻み､青 年

部会の活動に積極 的に参加 してゆきたいと思っている｡

〈安積濾紙㈱ 白石 松太郎〉



このコーナーは名簿順 に掲載ずる予窟でおり額すが.新 製品開発がタイムリーな時期 にあたる会員企業は優先的に掲

載職検甜致 し竃す ので広報委員･富 士 フィル ター工業1株)ト 部0絡 下 實い(E一㎡aihrabe@fujifilter｡co｡jp)｡

｢チッソボーラスファイン』

〈製品概要〉 チ ッソポーラスファイ ンカー トリッジフ

ィルターは､当 社のポ リマーか ら膜製造 までの一貫 した

素材技術 を応用 したプリーツ型カー トリッジフィルタ
ーです ｡

素材のポ リマーは独 自に設 計

した､耐 薬 品 に優れ た樹脂 を用

いて製膜 しま した｡こ の膜は､極

めて素材 の脱落:がな く､素 材が

強 固に自己融着 した 目開きが起

こらな い膜 で､フ ィルター素材

と しては最適 な素材で作ったカ

ー トリッジフィルターです ｡

〈蒋 長･仕 様 〉

①本製品はポリマー段階から設計された非常に灘榛 品性に優れたフィル

ターです｡② フィルターに使用されている膜は醸己接禽性の素材を使用

しているので､素材の脱落がありません｡③ 膜臼身に強度があるので､差

圧上昇時に麗開きすることが無く,最後蟹で一定の濾過精度を維持しま

す｡④ 膜孔径は0.1､02a.4,⑪ £､鴇3.1,7,鰍mの 贔揃えがあCす｡

⑤ 膜の開孔率も非常に大鷺いので,低圧力損失のフィルターとなってい

ます｡⑥ 全数完全性試験を実施しています｡

主な用途として,PDPや 液晶光学部品.電子部贔の洗浄､純 水製造,

斎種薬品の濾過から,食贔分野まで幅広くこ使用出来ます｡

高分子凝集剤醸動溶解装置N黛wPADシ リーズ

〈製晶概要〉 従来のPAD,E/PAD両 シリーズを融合 させ

た給水比例方式のPAD-Qシ リーズと給水定流量化方式

のPAD-Cシ リーズを新発売｡

コ ンセ プ トは､`蛋クオ リティー

の向上とコス トダウンの両立"

です｡特 に溶解 の信頼性､そ し

て操作･メ ンテナ ンス性 を向上

させ なが らもお求め易い価格

に抑えました｡

〈蒋長･仕 様〉

①膜式ドライヤーから得られる高品質ドライエアーによる空気

分散･防湿システム｡薬 品を選ばず､ママコのない溶液が得られ

竃す｡② 操作の容甥な初期溶解と連続溶解のオール自動化設

計でワンタッチ運転が可能｡③ どのような現場にもマッチする

省スペース設計に加えて.オ リエンテーションのカスタマイズ

設計で顧客満足度No.1｡④ 溶解精度の高いことで定評の流量

比例モデルと､り一ズナブルな定流量モデルのcモ デルをライ

ンナップ｡さらには操作性.保守性を高めた液晶タッチパネルモ

デルも取り揃えています｡ご予算に禽わせてお選び下さい｡

Cドラムスクリーン

〈製贔概要〉 円筒形状 に巻 いたス リット構造(目 開き)

をもつスク リー ンを､回 転 させなが ら､ス ク リー ン表面

で分離､脱 水､濃 縮を行 う､広 義で のろ過装置です｡

排水処理工程で の二次処理､高 次処 理の負荷軽減 と

しての一次処理 の役割や､生 産工程 での分級､脱 水､濃

縮 な ど､あ らゆる分野

で の豊 富 な実 績 を も

つ､頼 れ る 装 置 で す｡

〈特長･仕 様〉

スクリーン表面を構成するウェッジワイヤーは､従来のパンチン

グプレート､メッシュ金網と比べ､▽逆三角形の断面構造を持ち､

固形物通過接触点を小さくし､宋広がりの翻開きが通過性を向

上させるため､鼠 詰まりが少なく.脱水性能が極めて高くなり､

逆洗効果も高まります｡回 転する円筒内部に取付けた螺旋で､

処理物を出口方向へ送り出すので､次工程への運搬､取出作業

もスムーズに行えます｡ま た､装置全体もシンプルな構造で､操

作不要の無人連続 運転を可能にし､メンデナンスも容易で､設

置面積を取ら ずして処理量が大きいメリットも併せ持っていま

す｡



僻那食贔工業株式会社
rい い会社 をつ くりましょう』一た くましくそ

してや さしく､こ れが 当社 の社是です｡『いい

会社』とは単 に経営 上の数字 が良い とい うだ

けで はな く､会 社 をと りま く総 ての人々が 日

常会話 のなかで『いい会社 だね』と言 って くだ

さるような会社です｡さ らに､社 員 自身が会社

に所属す ることの幸せをかみ しめ られ るよ う

な会社を言います｡

上記は社員一人一人が持 っている社是カー ドの主文で

す｡会 社 とは社員や会社 をと りまく人 々の幸せのため

にあるべきだ とい う理念 のもと､私 た ちは プライ ドと

理想 を掲げて､小 さ くて も光輝 きなが ら永続す る会社

をめざしています｡

寒天 を作 り続 けて46年､今 で は様々な寒天がいろいろ

な業界で使われ るようにな りました｡こ れか らも日本

で生 まれ たす ば らしい寒 天の特性 を生か した提 案 と､

新 しい製造技術の開発 に日々取 り組んでいきたい と思

います｡(春 日真一)

;株式会社倥化分析センター

1972年(昭 和47年)､環 境 問題の浮上や製造業 を中心

に産業 界の研究 開発活 動の 中で分 析の必要性が 高ま

って きた ことを背景に､住 友化学工業 の検査分析部門

の一部 が分離独立 してスター トした｡こ の間､蓄 積 し

た分析技術 と実績 は今 日､国 内外 の広 範な産業･研 究

分野か ら極めて高い評価 を獲得す るばか りでな く､い

まや 国内最大 の総合 分析受託企 業 として存在 を示す

まで に成長 をとげた｡

さ らに､信 頼できるデータの提供 はもとよ り､｢ユ ー

ザー の機密 を厳守｣と｢顧 客満足 の追及｣､そ して｢見 え

な い市 場 を見 る｣と い う姿勢 はユ ーザ ーか ら"頼 れ る

分析機関"と して厚 い信頼を受 けている｡

分 析評価 に対す るニーズが ますます広が り高度 化

す る時代の 中で､こ の期待 に こたえるべ く､住 化分 析

セ ンター は技術 に更なる磨 きをかけるとともに､あ ら

ゆる分析 を受託 でき る専 門家集 団 として新 たな飛躍

を目指す｡(西 本和夫)

不二製油株武会社
不二製油株式会社 は､油 脂､製 菓製パ ン素材､大 豆たん

白な どの食品中間素材 メーカーです｡2002年 に国内で

の搾油事業か らは撤退 し､チ ョコレー ト用､冷 菓用､ク

リーム用､フ ライ用､ス プ レー用 な どの業務用油脂､チ

ョコレー ト､マ ーガ リン､ク リー ム類､発 酵 フィ リング

材を食品加工や菓子･パ ン用の素材 として､粉 末状分離

大豆たん白をハム･ソ ーセージや水産練 り製品用､健 康

食品用 に､給 食･外 食向けに､が んもやハンバーグ､和 風

即席めん用の油揚げな どの大豆 たん白食品を､生 産 し

ています｡コ レステ ロール を下げる特定保健用食品の｢

豆乳｣｢豆 乳 ヨーグル ト｣､不 二独 自の製 品である｢水 溶

性大豆多糖類｣｢大 豆ペプチ ド｣な ど､健 康効果の期待 さ

れ る大豆関連事 業には特 に注 力して います｡こ ういっ

た製品 を､日 本､ア メ リカ､ヨ ーロ ッパ､中 国､ア ジアの

現 地で 生産､現 地 で 販売 して い ます｡売 上高 規模 は､

2002年 度油脂505億 円､製 菓製パ ン素材673億 円､た ん

白366億 円､海外売上げ319億 円､単体1000億 円です｡

(釘宮 渉)

ライ ト工業株i式金社
当社 は､昭 和18年 創業以来､た ゆ まぬ研究､開 発 を進め

幾多 の特殊工法 を企業化 し､こ れ らの技術 を道路､鉄 道､

地下鉄､上 下水道､ダ ムなどあ らゆる分野 に適応 し､我

が国有数の特殊建設会社 として発展 してまいりました｡

特 に､得 意 とす る法面保護工事分野では､従 来のモルタ

ル吹付 に加 え､ア ンカー工法､緑 化工法などを組み合わ

せた工法を開発 し､安 全､自 然環境保護等で理想的な工

法 としてそ の威 力を発揮す るな ど､こ の分野のエキス

パー トとしての評価 を得てお ります｡そ の他､地 盤改良

工事分野では､フ ランス･ソ レタンシュ社 より技術導入

したソレタンシュ注入工法をはじめ とす る各種の工法

を駆使 し､こ れまで困難 とされて いた多 くの難工事に

てそ の成果 を上げてお ります｡ま た､下 水道工事分野に

おいても､安 全･無 公 害の管埋設工法(プ ラス工法)を 企

業化 し､従 来技術 のイメージを一新す る画期的な工法

として注 目を浴びてお ります｡こ のよ うに当社 は､常 に

時代 のニーズに応える各種の土木技術 を開発すること

によ り､今 後 も社会 に貢献 していきた いと考えてお り

ます｡(大 西高明)



会員 の皆様､新 年 をお迎え致 しま

して誠 におめでとうございます｡

私 は昨年 の10月30日 第7回 定時

総会で事務局長 を拝命致 しました

堀田でございます｡事 務局は今 回の

定時総会 で初 めて各企 業持回 りか

ら独立する ことが審議 され､承 認 さ

れた との事で ございます｡従 って､事 務局長 としては私

が初代局長と云 うことで しょうか｡

ここで私事であ りますが液体分離 との出会いにつ い

て返 り見 ます と､日 立製作所入社後､火 力発電･化 学 プ

ラン トなどの仕事 に携わった関係上､蒸 気･水･油･空 気

な どのス トレーナーや焼結金属型の フィルター､遠 心

分離機､更 にボイ ラー給水用水処理ではイオ ン交換樹

脂 にも出会ってお ります｡

その後 日立 プラン ト建設 に勤務 し､1981年 か ら始 ま

った通産省の｢水 総合再生利用 システム の開発｣(通 称:

アクアルネサ ンズ90)で は､活 性汚泥 を直接分離す るた

めの｢回 転平膜1'アクアUFO"… 商品名｣を プロジェク ト

チームにて開発 し､商 品化致 しました｡こ の装置 はビル

中水道 を始め とし､高 濃度活性汚泥 を直接ろ過する方

式で､し 尿処理装置な どに適用 され る高濃度 固液 分離

装置です｡

さて､私 の経歴 はこの辺 にしておきまして､本 技術工

業会の主旨は｢新 技術 改善技術 に関する調査研究 を積

極的 に推進 し､情 報交換や異業種交流を促進 する こと

で企業 の清澄化技術の技術 力向上 と応用範囲の拡大を

図る｡｣と あります｡

昨今 の閉塞 した経済状態 の中では大型の新技術や改

良技術な どは育ちに くく､ひ いては後進 国の安 い賃金

にマーケッ トを譲っているのが現状か と思 います｡

これ らを打破す る為には新技術 改良技術な どの開発

が必須条件ですが､一 社では資金力､技 術の奥深 さか ら

困難を極めてお ります｡そ こで､参 加各社が得て いるエ

ンドユーザーからのニーズをもとに､国 及び地方 自冶体

か ら資 金参加 を得､大 学 の優秀 な頭脳 とメー カー の物

造 り技術などの総合 力を発揮す る､い わゆる｢産 官学｣

のプロジェク トを本技術工業会 もより一層推進する こ

とが必要ではないか と考えます｡

これ らの考 え方を今後会員皆様方 と討議 しなが ら本

技術工業会をより一層活気に満 ちた魅力あるものに し

て行 きたい と考 えます ので､宜 しくご協 力 ご指導 をお

願い致 しまして私の就任の挨拶 と致 します｡

〈事務局長 堀 田正見〉

好例の技術講座 を下記 の通 り開催 します｡今 回は､ユ

ーザーが現在抱えている液体清澄化 と環境保全 に関わ

る課 題をユーザ ーの生の声と して提言 していただき､

これ らの課題 に対応す る技術例 を紹介す るという企画

です｡特 に､最 近話題 になって いる窒素･砒 素･ホ ウ素･

フ ッ素等の有害無機iイオ ンの除去技術 を取上げました｡

また､会 場 を昨年までの横浜 国立大学か ら横浜駅前の

ヨコハマプラザ ホテル に移 して､参 加者の足の便を考

慮 しました｡多 数のご参加を期待 しています｡

テーマ:水環境対策の課題と処理技術

一有審無機イオンを中心として一

1.医 薬品原薬製造工場における環境対策の現状 と課題

(第一製薬㈱)
rC.メ ッキ工場における環境対策の現状と課題(㈱ 山王)

3.高 濃度窒素排水の処理(日 立プラン ト建設㈱)

4.電 気透析法による地下水中の硝酸性窒素除去(神 鋼

環境ソ リュー ション㈱)

5.晶 析装置｢エ コクリスタ｣に よる排水処理･有 価物回

収技術(オ ルガ ノ㈱)

6.吸 着樹脂を用いたフッ素･ヒ素除去(新 日本ソル ト㈱)

7.排 水中のほう素 リサイクルシステム(日 本電工㈱)

8.RO膜 による砒素除去の理論と実情(江 守商事㈱)

日 時=2004年3月4日(木)10:00～17:30

場 所=ヨ コハマプラザホテル(横 浜駅東口徒歩3分)

参加費:12,00(円(会 費:8,000､交 流会:4,000円)

なお､演 題お よび講師 については調整 中です｡詳 しくは､

追って別送 の案 内書をお送 りします｡

現時点での総会員数は112(協 力会員､名 誉会員､個 人会

員を含む)で す｡(H15年12月10日 現在)

新入会員 推薦会員

署｡長岡 裕 協 力 会 員 松 本 代 表 幹 事

臨鍋谷浩志 .協 力 会 員 松 本 代 表 幹 事

退会会員

1.㈱ ゼオテック ー 般 会 員

2㈱ マグネテックジャパンー 般 会 員

3旧 清エンジニアリング㈱ 一 般 会 員




